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　私たちの同僚でありよき友人であった髙橋敬隆先生は，2012年７月４日の朝，悪性神
経腫瘍のためご逝去されました。まだ56歳で，在外研究先のオスナブリュック応用科学
大学から帰国して１年と少ししか経過しておらず，研究も教育もやり残したことがたく
さんおありだったはずです。先生のご逝去は，商学部にとっても早稲田大学にとっても
大きな損失であり，教職員一同深い悲しみを感じています。同い年の友人の追悼文を書
くのは本当につらいことですが，謹んで哀悼の意を捧げ，髙橋先生の人となりを少しで
もお伝えしたいと思います。
　髙橋先生は1956年２月28日に東京都豊島区でお生まれになりました。豊島区立目白小
学校，同高田中学校を卒業したのち，早稲田大学高等学院を経て，早稲田大学理工学部
数学科を卒業，大学院理工学研究科博士前期課程（数学専攻）を1980年に修了されまし
た。同年４月に日本電信電話公社（現NTT）に入社され，武蔵野電気通信研究所にて
研究に従事されることとなりました。NTT在職中の1990年に，東京工業大学から理学
博士の学位を取得されています。ご専門は情報科学とオペレーションズ・リサーチ
（OR）で，情報ネットワークのOR的研究，情報通信トラヒック理論を中心に研究をさ
れていました。髙橋先生の一番弟子である星健太郎さん（現グローバルエデュケーショ
ンセンター助教）によると，先生はNTT時代に「通信網におけるトラヒックの平均系
内滞在時間算出方法及び装置並びに通信網システム」で特許を取得し，ある会社に数億
円で買い取られた経験をおもちだそうです。とはいえ，会社員であった髙橋先生に入っ
てくる報酬は「年額5000円くらいですかね」と笑っていらしたとのことです。
　1991年以降は，NTT在籍のまま，電気通信大学，工学院大学，長岡技術科学大学，
群馬大学で「通信方法論」「統計学」「情報システム概論」「情報工学特論」などを非常
勤講師として担当され，徐々に大学での研究者への道に近づいていきました。早稲田大
学商学部に助教授として着任されたのは，NTTに20年間勤務した後の2000年４月です。
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そして2004年４月に教授に昇任されました。
　2004年９月から2006年９月まで，大森郁夫学部長の下で髙橋先生は学生担当教務主任
をお務めになりました。教務担当教務主任は藤田誠先生，同副主任は横山将義先生，学
生担当教務副主任は原口厚先生，私は入試担当教務主任として２年間一緒に仕事をして
きた仲間でもあります。
　大きな身体でおっとりと穏やかな髙橋先生は，原口先生とともに商学部生の様々な問
題に対応してくださり，学生にとってお父さんのような存在でした。大森学部長の下，
５人の教務主任，副主任はとてもコミュニケーションよく，楽しく仕事をすることがで
きたと思います。髙橋先生は穏やかな先生なのですが，教務内でときに激論が交わされ
ることがありました。それは，学生のためにこうあるべきだという主張を髙橋先生が大
きな声でなさるときで，だれも太刀打ちできない強さにみな圧倒されました。
　商学部では「情報ネットワーク論」「マネジメント・サイエンス」，「情報ネットワー
クの数理的研究（ゼミ）」を，大学院商学研究科では「情報システム学研究指導」「コン
ピュータによる基礎統計学」「情報とオペレーションズ・リサーチ研究」「情報ネット
ワーク研究」などを担当されました。学生思いの優しい先生でした。髙橋研究室には何
台もパソコンが並んでおり，学部のゼミ生や大学院生がいつも大勢たむろしていました。
　その優しさは，大学内で多くの仕事を引き受けていらした経歴からも見ることができ
ます。着任直後だったにもかかわらず2001年４月から兼担でメディアネットワークセン
ターの学生担当教務主任を引き受け，授業も担当していらっしゃいました。商学部で多
くの授業科目を担当しながら，他箇所の教務主任もこなす体力は，サラリーマン時代に
養ったものかといつも感心していました。
　「先生，仕事を引き受けすぎではないですか」などとからかうと，困ったように照れ
たように眉毛を動かしながら，「いえいえ，このくらいなんでもないですよ」などとおっ
しゃっていました。やや太めの身体を気にされて，あまりお酒を飲まないようにしてい
るようでしたが，ときに教務のメンバーで食事をすることになると，うれしそうにおい
しそうにビールを飲んでいらしたのが忘れられません。
　メディアネットワークセンターで同じ頃に教務主任をなさっていた政治経済学部の瀧
澤武信先生（現グローバルエデュケーションセンター所長）は，髙橋先生の高等学院時
代の先輩でもあるそうです。瀧澤先生によると，高校時代の髙橋先生は野球部に所属し，
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とても痩せていて，早稲田の教員になった髙橋先生とはまるで別人とのことです。大き
な髙橋先生しか知らない私たちにしてみると，想像もできません。
　また，商学部を2004年３月に定年退職なさった都倉義孝先生は，髙橋先生の高等学院
時代の恩師でクラス担任でもあったそうです。都倉先生が髙橋先生を高校時代のように
「級長さん」と呼んでいらっしゃるのを聞いたことがあります。高校時代の恩師と生徒
が時を経て同じ学部で教えることになるとは，なかなか不思議なご縁ともいえましょう。
　2009年３月から約２年間，奥様と一緒に，特別研究期間をドイツのオスナブリュック
応用科学大学で過ごされました。ときどき，ドイツ生活を写真付きのメール等で知らせ
てくださり，お元気に研究を進めていらっしゃる様子をうれしく思っていました。帰国
されたのは，東日本大震災の１か月前の2011年２月でした。帰国直後に入試の採点をし
てくださったのを見て，頭が下がりました。
　髙橋先生のご様子がいつもと少し違うのに気が付いたのは2011年の秋頃だったでしょ
うか。歩き方がいつもよりゆっくりで，とてもお疲れのように見えました。そして12月
初めにご病気で緊急入院されることになりました。お見舞いに二度伺いましたが，大き
な髙橋先生が少しずつお痩せになっていくのを見るのはつらく，ただただご回復を祈る
ばかりでした。
　ご家族，多くの友人や教え子の願いもむなしく，髙橋先生は2012年７月４日に帰らぬ
人となってしまいました。これほど素晴らしい先生が，これほど早く亡くなるとは本当
に悲しく悔しい気持ちでいっぱいです。
　髙橋先生，どうぞ安らかにお休みください。先生の笑顔と豪快な笑い声は私たちの心
にいつまでも残っています。これまでのご指導，ほんとうにありがとうございました。
 友人を代表して　　　　　　　　
 商学学術院長　　　
 嶋村　和恵
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髙橋敬隆先生　経歴・業績
学歴
1974年３月　早稲田大学 高等学院卒業
1978年３月　早稲田大学 理工学部（数学科）卒業
1980年３月　早稲田大学 大学院理工学研究科（数学専攻）博士前期課程修了
1990年11月　理学博士（東京工業大学大学院情報科学専攻）
職歴および学内役職
1980年４月　日本電信電話公社（現NTT）入社
1991年４月　電気通信大学 電子情報学科 非常勤講師（～1994年３月）
1996年４月　工学院大学 環境化学工学科 非常勤講師（～2001年３月）
1997年４月　長岡技術科学大学 計画・経営系 非常勤講師（～2000年３月）
1998年４月　群馬大学大学院 工学研究科情報工学専攻 非常勤講師（～1999年３月）
2000年３月　NTT情報流通基盤総合研究所 退職
2000年４月　早稲田大学 商学部 助教授
2001年４月　早稲田大学 メディアネットワークセンター学生担当教務主任（兼担）（～
2004年９月）
2004年４月　早稲田大学 商学部 教授
2004年９月　早稲田大学 商学部 学生担当教務主任（～2006年９月）
2006年９月　早稲田大学 商学学術院 産業経営研究所 所長代理（兼任）（～2008年９月）
2009年３月　オスナブリュック応用科学大学 客員教授（～2011年２月）
2009年３月　早稲田大学 ヨーロッパセンター 所長代行（～2011年２月）
所属学会
電子情報通信学会，日本オペレーションズ・リサーチ学会，日本応用数理学会，米国電
気電子工学会，米国OR経営科学会，コンピュータ利用教育協議会
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受賞歴
1985年３月　電子情報通信学会　学術奨励賞
1995年４月　日本オペレーションズ・リサーチ学会　文献賞
2000年４月　日本オペレーションズ・リサーチ学会　フェロー
主要著書（共著）
2002年７月　『通信トラヒック理論の基礎とマルチメディア通信網』（第３刷）　電子情
報通信学会
2003年３月『わかりやすい待ち行列システム：理論と実践』　コロナ社
2012年３月『日本の成長戦略』　中央経済社
修士論文
1980年３月　“On the Asymptotic Behavior of Non-Expansive Semi-Groups in Banach 
Spaces.”　早稲田大学大学院理工学研究科
博士論文
1990年11月　“Batch Input Queueing Models with Multi-Class Customers and Their 
Applications to Communication Systems.”　東京工業大学
主要論文
1986年３月　「多呼種集団到着単一サーバモデルの拡散近似解析」『電子通信学会論文誌』
1994年３月　 “Relationship Between Queue-Length and Waiting Time Distributions in 
a Priority Queue with Batch Arrivals,” Journal of the Operations Research 
Society of Japan.（日本オペレーションズ・リサーチ学会文献賞受賞論文）
2000年１月　 “Trunk Reservation Effects on Multi-Server System with Batch Arrivals 
of Loss and Delay Customers,” IEICE TRANSACTIONS on Communica-
tions.
2001年６月　 “Performance Modeling a Web-Access Operation with Proxy Server 
Caching Mechanism,”　『早稲田商学』第389号
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2001年12月　 “A Branching Poisson Process Input Finite-Capacity Queueing System 
for Telecommunication Networks,”　『早稲田商学』第391号
2008年11月　「次世代ネットワーク（NGN）時代におけるウェブサーバシステム応答遅
延評価法──拡散過程による確率モデル化と解析」『産業経営』第43号
2011年８月　「情報ネットワークにおける単一サーバシステム応答時間評価法──単一
サーバ待ち行列の拡散近似解析」『産業経営』第48号
2011年　　　 “Approximate Formula of Delay-Time Variance in Renewal-Input Gen-
eral-Service-Time Single-Server Queueing System,” Operations Research 
Proceedings 2011.
その他多数（ここにご紹介する論文の抽出は星健太郎さんにご協力いただきました）
